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(57)【要約】
【課題】ＴＣＰ等に応力歪みを生じることなく、小さな
ロール径を実現することができるフレキシブルディスプ
レイを得る。
【解決手段】フレキシブルな基板上に形成されたディス
プレイパネル１１と、ディスプレイパネル１１に対して
水平方向および垂直方向に設けられ、ディスプレイパネ
ル１１を駆動する複数の駆動ＩＣ１３とを備え、複数の
駆動ＩＣ１３のすべてについて、長辺および短辺がそれ
ぞれ同一の方向に配置され、かつ短辺がディスプレイパ
ネル１１の巻き取り方向に対して平行に配置されている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブルな基板上に形成されたディスプレイパネルと、
　前記ディスプレイパネルに対して水平方向および垂直方向に設けられ、前記ディスプレ
イパネルを駆動する複数の駆動ＩＣと、を備え、
　前記複数の駆動ＩＣのすべてについて、長辺および短辺がそれぞれ同一の方向に配置さ
れ、かつ短辺が前記ディスプレイパネルの巻き取り方向に対して平行に配置されている
　フレキシブルディスプレイ。
【請求項２】
　前記駆動ＩＣが実装され、前記ディスプレイパネルの額縁部分に、それぞれ水平方向お
よび垂直方向に取り付けられる複数のテープキャリアパッケージをさらに備え、
　前記巻き取り方向に対して平行な接続部により、前記ディスプレイパネルに取り付けら
れるテープキャリアパッケージにおいて、前記接続部と実装された前記駆動ＩＣの短辺と
が、互いに対向する
　請求項１に記載のフレキシブルディスプレイ。
【請求項３】
　短辺で前記ディスプレイパネルと対向する駆動ＩＣにおいて、前記ディスプレイパネル
とは反対側の短辺に、入力端子が配置されている
　請求項１または請求項２に記載のフレキシブルディスプレイ。
【請求項４】
　フレキシブルな基板上に形成されたディスプレイパネルを備えたフレキシブルディスプ
レイに用いられるテープキャリアパッケージであって、
　前記ディスプレイパネルを駆動する駆動ＩＣが実装され、
　前記ディスプレイパネルとの接続部と前記駆動ＩＣの短辺とが、互いに対向する
　テープキャリアパッケージ。
【請求項５】
　フレキシブルディスプレイに用いられる駆動ＩＣであって、
　短辺に入力端子が配置されている
　駆動ＩＣ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば巻物状のディスプレイ等のフレキシブルディスプレイ、並びにフレ
キシブルディスプレイに用いられるテープキャリアパッケージ（ＴＣＰ：Ｔａｐｅ　Ｃａ
ｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ）および駆動ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ
）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、円筒形のケースに、可撓性を有する表示媒体を巻き戻し自在に収納した巻物
状のフレキシブルディスプレイが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　また、フレキシブル基板上に配置された表示部および周辺回路を有し、ロール状に巻か
れて収納されるフレキシブルディスプレイが知られている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１３２１２２号公報
【特許文献２】特開２００９－８５９９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、従来技術には、以下のような課題がある。
　図８は、従来のフレキシブルディスプレイ５０を示す構成図である。図８において、フ
レキシブルディスプレイ５０は、フレキシブルな基板上に形成されたディスプレイパネル
５１と、ディスプレイパネル５１の額縁部分に、それぞれ水平方向および垂直方向に取り
付けられた２個のＴＣＰ５２とから構成されている。また、２個のＴＣＰ５２のそれぞれ
には、ディスプレイパネル５１を駆動する駆動ＩＣ５３が、互いに直交するように実装さ
れている。
【０００５】
　ここで、このようなＴＣＰ５２を有するフレキシブルディスプレイ５０を、ディスプレ
イパネル５１の水平方向または垂直方向に巻き取った場合には、ロール径を小さくするこ
とができない。これは、ＴＣＰ５２に実装された駆動ＩＣ５３が柔軟性を有していないの
で、フレキシブルディスプレイ５０の巻き取りが阻害されるためである。
【０００６】
　具体的には、図９に示されるように、ディスプレイパネル５１の巻き取り方向に対して
平行に配置された駆動ＩＣ５３（例えば、長辺９．７ｍｍ×短辺１．６ｍｍ）の長辺によ
り、フレキシブルディスプレイ５０の巻き取りが阻害される。
【０００７】
　また、図１０（ａ）、（ｂ）に示されるように、このフレキシブルディスプレイ５０の
モックアップサンプルを、例えば直径が１７ｍｍの円筒に挿入すると、駆動ＩＣ５３によ
ってＴＣＰ５２に応力がかかり、応力歪みが生じていることが分かる。そのため、ＴＣＰ
５２が破損する恐れがある。なお、駆動ＩＣ５３がディスプレイパネル５１の基板上に直
接実装される場合には、基板に応力がかかり、基板が破損する恐れがある。
【０００８】
　すなわち、従来のフレキシブルディスプレイでは、ＴＣＰや基板（ＴＣＰ等）への駆動
ＩＣの配置が、フレキシブルディスプレイに配慮した設計となっていないので、柔軟性を
有していない駆動ＩＣによって、ＴＣＰ等に応力歪みが生じるとともに、ロール径を小さ
くすることができないという問題がある。
【０００９】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、ＴＣＰ等に応力
歪みを生じることなく、小さなロール径を実現することができるフレキシブルディスプレ
イ、並びにフレキシブルディスプレイに適したＴＣＰおよび駆動ＩＣを得ることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明に係るフレキシブルディスプレイは、フレキシブルな基板上に形成されたディ
スプレイパネルと、ディスプレイパネルに対して水平方向および垂直方向に設けられ、デ
ィスプレイパネルを駆動する複数の駆動ＩＣとを備え、複数の駆動ＩＣのすべてについて
、長辺および短辺がそれぞれ同一の方向に配置され、かつ短辺がディスプレイパネルの巻
き取り方向に対して平行に配置されているものである。
【００１１】
　また、この発明に係るＴＣＰは、フレキシブルな基板上に形成されたディスプレイパネ
ルを備えたフレキシブルディスプレイに用いられるＴＣＰであって、ディスプレイパネル
を駆動する駆動ＩＣが実装され、ディスプレイパネルとの接続部と駆動ＩＣの短辺とが、
互いに対向するものである。
【００１２】
　また、この発明に係る駆動ＩＣは、フレキシブルディスプレイに用いられる駆動ＩＣで
あって、短辺に入力端子が配置されているものである。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明に係るフレキシブルディスプレイによれば、複数の駆動ＩＣのすべてについて
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、長辺および短辺がそれぞれ同一の方向に配置され、かつ短辺がディスプレイパネルの巻
き取り方向に対して平行に配置されている。
　また、この発明に係るＴＣＰによれば、ディスプレイパネルを駆動する駆動ＩＣが実装
され、ディスプレイパネルとの接続部と駆動ＩＣの短辺とが、互いに対向する。
　また、この発明に係る駆動ＩＣによれば、短辺に入力端子が配置されている。
　そのため、ＴＣＰ等に応力歪みを生じることなく、小さなロール径を実現することがで
きるフレキシブルディスプレイ、並びにフレキシブルディスプレイに適したＴＣＰおよび
駆動ＩＣを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイを示す構成図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイの
効果を示す説明図である。
【図３】（ａ）、（ｂ）は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイの
ＴＣＰの構成を、従来のＴＣＰの構成と比較して示す説明図である。
【図４】（ａ）、（ｂ）は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイの
課題を示す説明図である。
【図５】（ａ）、（ｂ）は、この発明の実施の形態２に係るフレキシブルディスプレイの
駆動ＩＣおよびＴＣＰの構成を示す説明図である。
【図６】この発明の実施の形態２に係るフレキシブルディスプレイを示す構成図である。
【図７】この発明の実施の形態２に係るフレキシブルディスプレイを示す別の構成図であ
る。
【図８】従来のフレキシブルディスプレイを示す構成図である。
【図９】従来のフレキシブルディスプレイの課題を示す説明図である。
【図１０】（ａ）、（ｂ）は、従来のフレキシブルディスプレイの課題を示す説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、この発明に係るフレキシブルディスプレイ、並びにＴＣＰおよび駆動ＩＣの好適
な実施の形態につき図面を用いて説明するが、各図において同一、または相当する部分に
ついては、同一符号を付して説明する。
【００１６】
　なお、以下の各実施の形態において、ＴＣＰは、ＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　ｏｎ　Ｆｉｌｍま
たはＣｈｉｐ　ｏｎ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ）およびＴＡＢ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ
　Ｂｏｎｄｉｎｇ）を含むものとする。
【００１７】
　実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイ１０を示す構成図で
ある。図１において、フレキシブルディスプレイ１０は、フレキシブルな基板上に形成さ
れたディスプレイパネル１１と、ディスプレイパネル１１の額縁部分に、それぞれ水平方
向および垂直方向に取り付けられた２個のＴＣＰ１２とから構成されている。
【００１８】
　また、２個のＴＣＰ１２のそれぞれには、ディスプレイパネル１１を駆動する駆動ＩＣ
１３が実装されている。ここで、２個の駆動ＩＣ１３は、長辺および短辺がそれぞれ同一
の方向に配置され、かつ短辺がディスプレイパネル１１の巻き取り方向（図の上下方向）
に対して平行に配置されている。
【００１９】
　そのため、このようなＴＣＰ１２を有するフレキシブルディスプレイ１０を、ディスプ
レイパネル１１の巻き取り方向に巻き取った場合には、駆動ＩＣ１３の長辺による巻き取
りの阻害が生じないので、ロール径を小さくすることができる。なお、駆動ＩＣ１３がデ
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ィスプレイパネル１１の基板上に直接実装される場合にも、同様のことがいえる。
【００２０】
　具体的には、図２（ａ）、（ｂ）に示されるように、このフレキシブルディスプレイ１
０のモックアップサンプルを、例えば直径が８ｍｍの円筒に挿入した場合であっても、駆
動ＩＣ１３によってＴＣＰ１２に応力がかかることはなく、応力歪みは生じない。すなわ
ち、フレキシブルディスプレイ１０が円滑に巻かれていることが分かる。
【００２１】
　続いて、この発明の実施の形態１に係るＴＣＰ１２における駆動ＩＣ１３の配置につい
て詳細に説明する。なお、ここで説明するＴＣＰ１２は、ディスプレイパネル１１の巻き
取り方向に対して平行なパネル接続端子（接続部）により、ディスプレイパネル１１に取
り付けられるＴＣＰ１２である。
【００２２】
　図３は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイ１０のＴＣＰ１２の
構成を、従来のＴＣＰの構成と比較して示す説明図である。図３（ａ）は、従来のＴＣＰ
の構成を示し、図３（ｂ）は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイ
１０のＴＣＰ１２の構成を示している。
【００２３】
　図３（ａ）において、従来のＴＣＰでは、ディスプレイパネルとの接続部であるパネル
接続端子と駆動ＩＣの長辺とが、互いに対向する配置となっている。これに対して、図３
（ｂ）において、この発明の実施の形態１に係るＴＣＰ１２では、パネル接続端子と駆動
ＩＣ１３の短辺とが、互いに対向する配置となっている。
【００２４】
　ここで、図１に示した構成を、ＴＣＰ１２を用いて実現するには、上述したように、デ
ィスプレイパネル１１との接続部であるパネル接続端子と駆動ＩＣ１３の短辺とを、互い
に対向する配置とする必要がある。そこで、図３（ｂ）に示したＴＣＰ１２を用いること
により、図１に示した構成を、容易に実現することができる。
【００２５】
　以上のように、実施の形態１によれば、フレキシブルディスプレイにおいて、複数の駆
動ＩＣのすべてについて、長辺および短辺がそれぞれ同一の方向に配置され、かつ短辺が
ディスプレイパネルの巻き取り方向に対して平行に配置されている。
　そのため、ＴＣＰ等に応力歪みを生じることなく、小さなロール径を実現することがで
きるフレキシブルディスプレイを得ることができる。
【００２６】
　また、実施の形態１によれば、ＴＣＰにおいて、ディスプレイパネルを駆動する駆動Ｉ
Ｃが実装され、ディスプレイパネルとの接続部と駆動ＩＣの短辺とが、互いに対向する。
　そのため、小さなロール径を実現することができるフレキシブルディスプレイを容易に
実現することができる。
【００２７】
　実施の形態２．
　上記実施の形態１では、図１に示したように、２個の駆動ＩＣ１３について、長辺およ
び短辺がそれぞれ同一の方向に配置され、かつ短辺がディスプレイパネル１１の巻き取り
方向に対して平行に配置されたフレキシブルディスプレイ１０を例に挙げて説明した。
【００２８】
　以下、図４を参照しながら、この発明の実施の形態１に係るフレキシブルディスプレイ
１０の課題について説明する。図４（ａ）は、この発明の実施の形態１に係るフレキシブ
ルディスプレイ１０の駆動ＩＣ１３の構成を示し、図４（ｂ）は、この発明の実施の形態
１に係るフレキシブルディスプレイ１０のＴＣＰ１２の構成を、配線とともに示している
。
【００２９】
　図４（ａ）に示されるように、実施の形態１の駆動ＩＣ１３では、両側の長辺にそれぞ
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フレキシブルディスプレイ１０に適用すると、図４（ｂ）に示されるように、駆動ＩＣ１
３の向きを変えたことにより、駆動ＩＣ１３からパネル接続端子までの配線を迂回させる
必要が生じる。
【００３０】
　ここで、配線を迂回させた場合には、配線長が長くなるので、インピーダンスが高くな
るとともに、ノイズの影響を受けやすくなるという問題がある。また、配線長の差によっ
て生じるインピーダンスの不整合により、信号の遅延や出力電圧レベルのずれといった問
題を生じる恐れがある。
【００３１】
　そこで、この発明の実施の形態２では、入力端子の数が、出力端子の数よりも少ないこ
とに鑑みて、短辺がディスプレイパネル１１と対向する駆動ＩＣ１３において、上記のよ
うな課題を解決することができるフレキシブルディスプレイ１０を提案する。
【００３２】
　図５は、この発明の実施の形態２に係るフレキシブルディスプレイ１０の駆動ＩＣ１３
およびＴＣＰ１２の構成を示す説明図である。図５（ａ）は、この発明の実施の形態２に
係るフレキシブルディスプレイ１０の駆動ＩＣ１３の構成を示し、図５（ｂ）は、この発
明の実施の形態２に係るフレキシブルディスプレイ１０のＴＣＰ１２の構成を、配線とと
もに示している。
【００３３】
　図５（ａ）に示されるように、この発明の実施の形態２に係る駆動ＩＣ１３では、ディ
スプレイパネル１１とは反対側の短辺に入力端子が配置され、長辺に出力端子が配置され
ている。
【００３４】
　このような駆動ＩＣ１３を、図１に示したフレキシブルディスプレイ１０に適用すると
、図５（ｂ）に示されるように、駆動ＩＣ１３の向きを変えた場合であっても、迂回させ
ることなく駆動ＩＣ１３からパネル接続端子までの配線を形成することができる。
【００３５】
　以上のように、実施の形態２によれば、駆動ＩＣにおいて、短辺に入力端子が配置され
ている。
　そのため、ディスプレイパネルとの接続部であるパネル接続端子と駆動ＩＣの短辺とが
、互いに対向するフレキシブルディスプレイの配置を、容易に実現することができる。
【００３６】
　また、実施の形態２によれば、駆動ＩＣの両側の長辺を出力端子とすることができるの
で、出力本数の増加に適している。また、駆動ＩＣからパネル接続端子までの斜め配線を
、容易に実現することができる。
【００３７】
　なお、この発明の実施の形態２に係る駆動ＩＣ１３を用いることにより、図６に示され
るような、ＴＣＰ１２を用いたフレキシブルディスプレイ１０とともに、図７に示される
ような、チップオンパネル（Ｃｈｉｐ　ｏｎ　Ｐａｎｅｌ）方式のフレキシブルディスプ
レイ１０を実現することができる。図６、図７の何れも、図の上下方向を巻き取り方向と
して、フレキシブルディスプレイを実現している。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　フレキシブルディスプレイ、１１　ディスプレイパネル、１２　ＴＣＰ、１３　
駆動ＩＣ。
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【図１０】
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